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(57)【要約】
【課題】スキャン中でのフリーズ指示の操作を必要とせ
ず、プローブが未使用であると検知した場合には、プロ
ーブへの電力供給を停止するとともに電力供給を停止す
るまでの間に取得した複数のフリーズ画像の候補を画面
に表示し得る超音波診断装置を提供する。
【解決手段】超音波を送波又は受波するプローブ１０と
、プローブ１０の使用状態を検知する検知部１２と、超
音波診断用の画像を記憶する記憶部２４と、超音波診断
用の画像を表示する表示部２３と、表示部２３に表示さ
れた超音波診断用の画像を選択するための操作部２５と
、検知部１２によりプローブ１０が未使用であると検知
された場合、プローブ１０が使用状態から未使用状態に
なるまでの間に記憶部２４に記憶された超音波診断用の
画像を表示部２３により表示し、操作部２５を介して選
択された超音波診断用の画像を診断に最適なフリーズ画
像として決定する制御部２６と、を備えた超音波診断装
置１００。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波を送波又は受波するプローブと、
　前記プローブの使用状態を検知する検知部と、
　超音波診断用の画像を記憶する記憶部と、
　前記超音波診断用の画像を表示する表示部と、
　前記表示部に表示された超音波診断用の画像を選択するための操作部と、
　前記検知部により前記プローブが未使用であると検知された場合、該プローブが使用状
態から未使用状態になるまでの間に前記記憶部に記憶された超音波診断用の画像を前記表
示部により表示し、前記操作部を介して選択された超音波診断用の画像を診断に最適なフ
リーズ画像として決定する制御部と、
　を備えた超音波診断装置。
【請求項２】
　前記制御部は、前記検知部により前記プローブが未使用であると検知された場合、該プ
ローブによる超音波の送波を停止する制御を行う請求項１に記載の超音波診断装置。
【請求項３】
　前記制御部は、前記記憶部に直近に記憶された超音波診断用の画像を前記表示部により
表示する制御を行う請求項１又は２に記載の超音波診断装置。
【請求項４】
　前記制御部は、前記操作部を介して選択されなかった超音波診断用の画像を消去又は継
続記憶のうち、何れかの制御を行う請求項１～３の何れか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項５】
　前記検知部は、前記プローブが未使用であると検知した後、一定時間ごとに使用状態を
検知し、
　前記制御部は、前記操作部を介して前記フリーズ画像が選択されなかった場合、かつ、
前記検知部により前記プローブが使用中であると検知された場合、前記プローブによる超
音波の送波及び受波を再開する制御を行う請求項１～４の何れか一項に記載の超音波診断
装置。
【請求項６】
　前記制御部は、前記操作部を介して前記フリーズ画像が選択されなかった場合、かつ、
前記操作部を介してスキャン開始の操作信号を入力した場合、前記プローブによる超音波
の送波及び受波を再開する制御を行う請求項１～５の何れか一項に記載の超音波診断装置
。
【請求項７】
　前記検知部は、前記プローブ内に設けられた圧電体であって、前記プローブの物理的な
動きを検知し、検知信号として前記制御部に出力し、
前記制御部は、前記検知部からの検知信号に基づいて、前記プローブの物理的な動きの有
無を判定し、予め定められた時間が経過しても前記プローブに物理的な動きがないと判断
した場合、前記プローブが未使用であると判断する請求項１～６の何れか一項に記載の超
音波診断装置。
【請求項８】
　前記制御部は、前記プローブが使用状態から未使用状態になるまでの間の時間が予め定
められた時間よりも短い場合は前記記憶部に記憶されている超音波診断用の画像の全部を
前記表示部により表示し、予め定められた時間よりも長い場合は前記記憶部に記憶されて
いる超音波診断用の画像の一部を前記表示部により表示する制御を行う請求項１～７の何
れか一項に記載の超音波診断装置。
【請求項９】
　前記制御部は、予め定められた枚数又は予め定められた時間に基づいて、前記超音波診
断用の画像の一部を前記表示部により表示する制御を行う請求項１～８の何れか一項に記
載の超音波診断装置。
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【請求項１０】
　前記制御部は、前記フリーズ画像と、測定条件情報、設定条件情報、患者情報又は検査
情報のうち何れか一又は全部と、を対応付けて前記記憶部に記憶する制御を行う請求項１
～９の何れか一項に記載の超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、超音波診断装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、超音波診断装置の本体に接続されているプローブに電力を供給し続けると、プロ
ーブは発熱し、特性が劣化することが知られている。特に、プローブが空気中に放置され
ている状態（未使用状態）のときにプローブに電力を供給し続けると、振動エネルギーが
放出されず、発熱及び劣化の度合いが大きい。また、プローブを構成する超音波振動子の
圧電素材が無機材料ではなく有機材料からなる場合も劣化の度合いが大きい。そこで、プ
ローブが未使用のときは、発熱防止と消費電力低減の観点から、本体からプローブへの電
力供給を停止する技術が知られている。
【０００３】
　特許文献１には、プローブに加速度センサ、風速センサ、圧力センサ等の各種センサを
設けた超音波診断装置において、各種センサからの検出信号に基づいてプローブが未使用
状態であることを検知し、未使用状態の場合、プローブへの電力供給を停止する技術が開
示されている。
【０００４】
　また、特許文献２には、プローブの先端部分に機械式接触センサや触覚センサ等の各種
センサを設けた超音波診断装置において、各種センサからの非接触信号に基づいてプロー
ブが未使用状態であることを検知し、未使用状態の場合、プローブへの電力供給を停止す
る技術が開示されている。
【０００５】
　また、特許文献３には、プローブの音響レンズによる定在波成分を検出する定在波検出
回路を設けた超音波診断装置において、定在波成分を検知した場合、プローブが未使用状
態であるものと判断し、プローブへの電力供給を低減する技術が開示されている。
【０００６】
　また、従来、超音波診断装置により逐次リアルタイムでモニタ上に表示される動画像を
ユーザの所望のタイミングでフリーズさせ、診断に適したフリーズ画像を取得し得る技術
が知られている。
【０００７】
　特許文献４には、モニタ上に表示されている動画像について、ユーザが所望のタイミン
グでフリーズ指示を行った場合、フリーズ指示のタイミングの前後にわたる複数の画像を
フリーズ画像の候補としてモニタ上に表示し、複数の候補のうちから最も画質の良好な画
像をフリーズ画像として選択し得る技術が開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開平１０－１０８８６４号公報
【特許文献２】特開２００６－２０６６７号公報
【特許文献３】特開２００６－２８０７３８号公報
【特許文献４】特開２００７－３０１３９８号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
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　しかし、特許文献４に記載の技術では、ユーザがフリーズ指示を行い、フリーズ指示の
タイミングの前後にわたる複数のフリーズ画像の候補をモニタ上に表示させ、表示された
候補のうち何れか一のフリーズ画像を選択する一連の作業を行っている間、通常、プロー
ブは被検体に当てられたままであるが診断には用いられていない。よって、プローブに不
要な電力が供給され続けることになる。また、モニタには動画像が表示されるため、フリ
ーズ指示の操作タイミングと実際に動画像がフリーズするタイミングとの間で時間的なギ
ャップが生じ、ユーザの所望するフリーズ画像が得られない場合がある。所望のフリーズ
画像が得られない場合、何度もフリーズ指示の操作をする必要があり、操作が煩雑となる
。
【００１０】
　また、特許文献１～３に記載の技術では、プローブが被検体に当てられたままの状態の
場合、プローブが未使用であると検知されない。よって、実際には未使用状態であっても
プローブには不要な電力が供給され続け、プローブは発熱して劣化する。
【００１１】
　本発明の課題は、スキャン中でのフリーズ指示の操作を必要とせず、プローブが未使用
であると検知した場合には、プローブへの電力供給を停止するとともに電力供給を停止す
るまでの間に取得した複数のフリーズ画像の候補を画面に表示し得る超音波診断装置を提
供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　本発明によれば、超音波を送波又は受波するプローブと、
　前記プローブの使用状態を検知する検知部と、
　超音波診断用の画像を記憶する記憶部と、
　前記超音波診断用の画像を表示する表示部と、
　前記表示部に表示された超音波診断用の画像を選択するための操作部と、
　前記検知部により前記プローブが未使用であると検知された場合、該プローブが使用状
態から未使用状態になるまでの間に前記記憶部に記憶された超音波診断用の画像を前記表
示部により表示し、前記操作部を介して選択された超音波診断用の画像を診断に最適なフ
リーズ画像として決定する制御部と、
　を備えた超音波診断装置が提供される。
【発明の効果】
【００１３】
　本発明によれば、スキャン中でのフリーズ指示の操作を必要とせず、プローブが未使用
状態となった場合には、プローブへの電力供給を停止するとともに電力供給を停止するま
での間に取得した複数のフリーズ画像の候補を画面に表示することができる。よって、プ
ローブが必要以上に発熱することを防止することができ、消費電力の低減を図ることがで
き、更にはフリーズ操作の操作性向上を合わせて実現することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１４】
【図１】超音波診断装置の機能ブロック図である。
【図２】フリーズ画像取得処理を示すフロー図である。
【発明を実施するための形態】
【００１５】
　本実施形態における超音波診断装置について、図面を用いて詳細に説明する。なお、本
実施形態は本発明の一例に過ぎず、本発明はこれに限定されるものではない。
【００１６】
　図１に、超音波診断装置１００の機能ブロック図を示す。
　超音波診断装置１００は、プローブ１０及び本体２０により構成される。プローブ１０
と本体２０とはプローブケーブルＣにより接続される。
【００１７】
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　プローブ１０は、振動子アレイ１１及び検知部１２を備える。
　振動子アレイ１１は、アレイ状に配置された複数の振動子を備えて構成される。また、
振動子アレイ１１は、例えばＰＺＴ（チタン酸ジルコン酸亜鉛）セラミックス等の圧電材
料により構成される。
　振動子アレイ１１は、送波タイミング回路２１ａからの駆動信号に基づいて被写体に超
音波を送波する。また、振動子アレイ１１は、送波した超音波が被写体で反射して戻って
きたエコー波を受波する。振動子アレイ１１は、受波したエコー波を電気信号に変換し、
変換した電気信号（エコー信号）を送受信部２１に出力する。
【００１８】
　検知部１２は、加速度センサ、風速センサ、圧力センサ等の各種センサであって、プロ
ーブ１０の使用状態を検知して検知信号を生成し、生成した検知信号を制御部２６に出力
する。
　例えば、検知部１２が加速度センサの場合、検知部１２はプローブ１０に加わる加速度
を検知し、これに応じた変位信号（検知信号）を制御部２６に出力する。制御部２６は、
検知部１２からの検知信号に基づいて、プローブ１０の物理的な動きの有無を判定し、予
め定められた時間（例えば、５秒）が経過してもプローブ１０に物理的な動きがないと判
断した場合、プローブ１０は未使用であると判断する。
【００１９】
　本体２０は、送受信部２１、送波タイミング回路２１ａ、診断情報生成部２２、表示部
２３、記憶部２４、操作部２５、制御部２６等を備えて構成される。なお、本体２０は、
商用交流電源ＡＣにより電力が供給される。
【００２０】
　送受信部２１は、振動子アレイ１１を介して、超音波を送波し、又はエコー波を受波す
る。また、送受信部２１は、送波タイミング回路２１ａを備えて構成される。
【００２１】
　送波タイミング回路２１ａは、制御部２６からの制御信号を入力し、入力した制御信号
に基づいて、適切なタイミングにて、振動子アレイ１１に駆動信号を出力する。駆動信号
は、２値又は３値の矩形波であることが望ましい。
　また、送波タイミング回路２１ａは、振動子アレイ１１のうち、開口サイズに応じて必
要な振動子に駆動信号を出力する。
　また、送受信部２１は、プローブケーブルＣを介して、振動子アレイ１１からのエコー
信号を入力し、入力したエコー信号を診断情報生成部２２に出力する。
【００２２】
　診断情報生成部２２は、送受信部２１から出力されたエコー信号を入力し、入力したエ
コー信号に基づいて診断情報を生成する。診断情報としては、例えばＢモード画像、カラ
ードップラ画像、ドップラスペクトラム画像等がある。Ｂモード画像は、被写体の内部状
態を表す。また、カラードップラ画像は、被写体の血流等の速度分布像を表す。また、ド
ップラスペクトラム画像は、ドップラ信号のスペクトラムを表す。
診断情報生成部２２は、生成した診断情報を表示部２３に出力する。
【００２３】
　表示部２３は、ＬＣＤ又は有機ＥＬディスプレイ等のモニタを備えて構成される。表示
部２３は、診断情報生成部２２からの診断情報を入力し、入力した診断情報をモニタの画
面上に表示する。
【００２４】
　記憶部２４は、ＨＤＤ（Hard Disk Drive）等の不揮発性のメモリであり、例えば診断
情報生成部２２により生成された診断情報（例えば、画像）を記憶する。
【００２５】
　操作部２５は、マウス又はキーボード等からなり、押下されたボタンに応じて各種操作
信号を生成し、生成した操作信号を制御部２６に出力する。
【００２６】
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　制御部２６は、ＣＰＵ、ＲＡＭ及びＲＯＭ等を備えて構成される。ＣＰＵは、ＲＯＭに
記憶されている各種プログラムをＲＡＭに展開し、ＲＡＭに展開した各種プログラムとの
協働により超音波診断装置１００の動作を統括的に制御する。
【００２７】
　なお、上記構成の他、本体２０は印刷部等（図示省略）を備えて構成されるとしてもよ
い。
【００２８】
　図２を参照して、本実施形態におけるフリーズ画像取得処理について説明する。
　「フリーズ画像」とは、表示部２３の画面にリアルタイムで表示される動画像を所定の
タイミングで停止させたときの静止画像であって、診断に適した画像をいう。
【００２９】
　制御部２６は、プローブ１０を介して患部をスキャンする（ステップＳ１）。
　具体的には、制御部２６は、患部に当てられたプローブ１０を介して、患部に超音波を
送波し、患部からのエコー波を受波する。
【００３０】
　また、制御部２６は、スキャンを開始するとともに、スキャンにより得られる医療情報
、具体的には「画像」を表示部２３に連続して表示し、記憶部２４に記憶する（ステップ
Ｓ２）。
　なお、表示部２３には、静止画像が連続して表示されることで、動画像が表示される。
【００３１】
　制御部２６は、検知部１２からの検知信号に基づいて、プローブ１０は未使用状態であ
るか否か判断する（ステップＳ３）。
　プローブ１０が使用中の場合（ステップＳ３；Ｎ）、制御部２６は、継続してスキャン
する。
【００３２】
　プローブ１０が未使用状態の場合（ステップＳ３；Ｙ）、制御部２６は、本体２０から
振動子アレイ１１への電力供給を停止し、スキャンを終了する（ステップＳ４）。
【００３３】
　制御部２６は、スキャン開始から終了までの間に得られた画像の中から、全部又は一部
の画像をフリーズ画像の候補として決定する（ステップＳ５）。
　例えば、制御部２６は、スキャン開始から終了までの間が予め定められたスキャン時間
よりも短い場合、スキャン開始から終了までの間に得られた画像の全部をフリーズ画像の
候補として決定する。
　一方、制御部２６は、スキャン開始から終了までの間が予め定められたスキャン時間よ
りも長い場合、スキャン開始から終了までの間に得られた画像を一定数間引き、間引いた
後の画像をフリーズ画像の候補として決定する。或いは、スキャン開始から終了までの間
に得られた画像のうち、予め定められた枚数分又は予め定められた時間分だけ、フリーズ
画像の候補として決定する。
【００３４】
　制御部２６は、決定したフリーズ画像の候補を表示部２３に表示する（ステップＳ６）
。
【００３５】
　制御部２６は、操作部２５を介して、表示されたフリーズ画像の候補の中から一又は複
数の候補が選択されたか否か判断する（ステップＳ７）。
【００３６】
　選択されない場合（ステップＳ７；Ｎ）、制御部２６は、ステップＳ１に移行して再度
スキャンを行う。
　選択された場合（ステップＳ７；Ｙ）、制御部２６は、選択された候補をフリーズ画像
として決定し（ステップＳ８）、フリーズ画像取得処理を終了する。
【００３７】
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　以上のように、本実施形態によれば、超音波を送波又は受波するプローブ１０と、プロ
ーブ１０の使用状態を検知する検知部１２と、超音波診断用の画像を記憶する記憶部２４
と、超音波診断用の画像を表示する表示部２３と、表示部２３に表示された超音波診断用
の画像を選択するための操作部２５と、検知部１２によりプローブ１０が未使用であると
検知された場合、プローブ１０が使用状態から未使用状態になるまでの間に記憶部２４に
記憶された超音波診断用の画像を表示部２３により表示し、操作部２５を介して選択され
た超音波診断用の画像を診断に最適なフリーズ画像として決定する制御部２６と、を備え
た超音波診断装置が提供される。
　全てのスキャンを終了した後にフリーズ画像を選択することができるため、スキャン中
に得られた画像の中から最も良好なフリーズ画像を選択することができる。
【００３８】
　また、制御部２６は、検知部１２によりプローブ１０が未使用であると検知された場合
、プローブ１０による超音波の送波を停止する制御を行うことができる。
未使用状態の振動子アレイ１１への電力供給を停止することで、発熱防止及び消費電力の
低減を図ることができる。
【００３９】
　また、制御部２６は、記憶部２４に直近に記憶された超音波診断用の画像を表示部２３
により表示する制御を行うことができる。
直近のスキャンで得られた画像だけを表示部２３に表示することができるため、ユーザに
とってフリーズ画像の選別が容易となる
【００４０】
　また、制御部２６は、操作部２５を介して選択されなかった超音波診断用の画像を消去
又は継続記憶のうち、何れかの制御を行うことができる。
【００４１】
　また、検知部１２は、プローブ１０が未使用であると検知した後、一定時間ごとに使用
状態を検知し、制御部２６は、操作部２５を介してフリーズ画像が選択されなかった場合
、かつ、検知部１２によりプローブ１０が使用中であると検知された場合、プローブ１０
による超音波の送波及び受波を再開する制御を行うことができる。
【００４２】
　また、制御部２６は、操作部２５を介してフリーズ画像が選択されなかった場合、かつ
、操作部２５を介してスキャン開始の操作信号を入力した場合、プローブ１０による超音
波の送波及び受波を再開する制御を行うことができる。
【００４３】
　また、検知部１２は、プローブ１０内に設けられた圧電体であって、プローブ１０の物
理的な動きを検知し、検知信号として制御部２６に出力し、制御部２６は、検知部１２か
らの検知信号に基づいて、プローブ１０の物理的な動きの有無を判定し、予め定められた
時間が経過してもプローブ１０に物理的な動きがないと判断した場合、プローブ１０が未
使用であると判断することができる。
【００４４】
　また、制御部２６は、プローブ１０が使用状態から未使用状態になるまでの間の時間が
予め定められた時間よりも短い場合は記憶部２４に記憶されている超音波診断用の画像の
全部を表示部２３により表示し、予め定められた時間よりも長い場合は記憶部２４に記憶
されている超音波診断用の画像の一部を表示部２３により表示する制御を行うことができ
る。
【００４５】
　また、制御部２６は、予め定められた枚数又は予め定められた時間に基づいて、超音波
診断用の画像の一部を表示部２３により表示する制御を行うことができる。
【００４６】
　また、制御部２６は、フリーズ画像と、設定条件情報又は特記情報と、を対応付けて記
憶部２４に記憶する制御を行うことができる。なお、「設定条件情報」とは、例えば得ら
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れる画像がＢモードの場合、部位モード（例えば、Breast等）、プローブ種類、ゲイン値
、DEPTH値、ダイナミックレンジ、周波数、ハーモニックモード、フォーカス段数、ポス
トプロセス（ガンマカーブ）、タイムスムージング、エッジエンハンス、コンパウンド、
ZOOM値、フレームレート等をいう。また、「特記情報」とは、患者情報、検査情報又は診
断医等が残して置きたい情報として操作部２５を介して入力した各種情報をいう。
【符号の説明】
【００４７】
１００　超音波診断装置
１０　　プローブ
１１　　振動子アレイ
１２　　検知部
２０　　本体
２１　　送受信部
２１ａ　送波タイミング回路
２３　　表示部
２４　　記憶部
２５　　操作部
２６　　制御部
ＡＣ　　商用交流電源

【図１】 【図２】
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